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795 79.90 14.00 　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援、ご厚情
を賜り、心よりお礼申し上げます。

2019年3月期上期の業績

　今年度は、過去最高売上高と過去最高益を達成した昨年度に
続く期であると同時に、東京証券取引所市場第一部指定という
当社にとっては大きな節目の年としてスタートしました。しかしな
がら、事業の外部環境は、政治的にも、経済的にも、さらには自然
環境の上でも不安定なもので、上期から非常に厳しいスタートと
なりました。
　特に、昨年度から続く材料価格の高騰では、コスト上昇局面に付き
ものの「コストアップと売価転嫁とのタイムラグ」に苦しめられました。
　一方で、昨年度から取り組んできた幾つかの新規の取り組みが
費用先行ながらも徐々に結果に結びつき始め、将来へ向けた布
石を打つことのできた上期だったと考えます。
　今上期の実績は、売上高においては前年同期並みを達成しまし
たが、営業利益では前年同期比23%減となりました。しかしなが
ら、これらの数字は期初に立てた計画の想定範囲内であり、極め
て厳しい環境において、一定の結果を出せたと受け止めています。

下期展望

　今年度上期は、前述のとおり、営業利益においては対前年同期
比で大きく落ち込んでいますが、上期終盤から、売価転嫁の効果
や、新規取り組みの結果が出始め、下期の業績改善、通期計画達
成に向けての進展が見られています。無論、引き続き予断を許さ
ぬ市場環境ではありますが、期初に計画した過去最高売上高、最
高益だった前期並みの数値を達成できると見込んでいます。イン
テリア事業においては、秋以降、既に合意した値上げ効果が徐々

に現れることが 期待さ
れ、また、アドバンストテ
クノロジー事業において
は金属調加飾フィルム分
野の進捗とともに、二層
シート分野の前期比大幅
収益改善が見込まれて
います。また、産業資材・
包材分野においても値
上げ効果とともに、今期、主要顧客と取り組んできた収益改善策
が結果に結びつき始めるものと期待しています。

組織再編

　10月31日発表のとおり、来年1月1日にグループとしての総合
力をさらに発揮すべく、一部事業の再編と世代交代の人事を実行
します。これはこの先10年で起こるであろう世界経済、日本経済
の、また、樹脂業界で起こるであろう劇的な変化に対応できる人
材を社内外から登用するとともに、次世代人材に今まで以上の権
限を付与することで、自から情報収集し、分析し、議論し、決断し、
行動し、結果にコミットできる人材を一人でも多くグループ内に迎
え、また、育成するための長期的視野に立った取り組みです。
　引き続き事業環境は厳しい状況ではありますが、このような時
期にこそ、自らの力量が測られ、他社との違いが明らかになると同
時に、全てのチャレンジが将来に続く貴重な経験として社内に蓄
積されると考えます。今下期は、通期計画達成に向け社員一丸と
なり邁進する所存ですので、株主の皆様におかれましては、引き続
きのご支援を賜りたく心よりお願い申し上げます。
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 会社概要	 （2018年9月30日現在）

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
期 末 配 当 金 株主確定日 3月31日
中 間 配 当 金 株主確定日 9月30日
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 当社の公告方法は、電子公告としております。

ただし、事故その他のやむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。な
お、電子公告は当社のウェブサイトに掲載して
おり、そのアドレスは次のとおりです。
http://www.wavelock-holdings.com/

お 取 扱 窓 口 お取引の証券会社等。特別口座管理の場合
は、特別口座管理機関のお取扱店。

特別口座管理 機関
お 取 扱 店

みずほ証券およびみずほ信託銀行※

フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9:00～17:00）

※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行※およびみずほ銀行
（みずほ証券では取次のみとなります）

※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

 株主メモ

●	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（みずほ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

●	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、みずほ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（みずほ
信託銀行）にお問合せください。なお、みずほ信託銀行全国各支店にてもお取次
ぎいたします。

商 号 ウェーブロックホールディングス株式会社
（Wavelock Holdings Co., Ltd.）

代 表 者 代表取締役 兼 執行役員社長 木根渕 純
代表取締役 兼 執行役員副社長 福田 晃

設 立 1964年（昭和39年）6月20日
事 業 内 容 持株会社、グループ全体の戦略策定、

資源配分、経営管理
資 本 金 21億8,504万円
本 社 〒104-0044 

東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー13F
従 業 員 数 （単独）38人 （連結）743人
グループ会 社 連結子会社14社／非連結子会社1社

持分法適用関連会社1社
主 要 子 会 社 株式会社ウェーブロックインテリア（インテリア事業）

ダイオ化成株式会社（編織事業）
株式会社イノベックス（産業資材・包材事業）
日本ウェーブロック株式会社（産業資材・包材事業）
株式会社ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

（アドバンストテクノロジー事業）

木根渕　純代表取締役 兼 
執行役員社長



ウェーブロックグループは、
会社の安定的・継続的な成長のため、
積極的な海外展開の取り組みを進めています。
今回は、各現地法人より、
それぞれの取り組みについて語ってもらいます。海外展開

ウェーブロックグループの
特集

2

3

4

1Wavelock International (Thailand) Co., Ltd.

大連嘉欧農業科技有限公司

Wavelock Korea Co., Ltd.

Wavelock Advanced Technology Inc.

Wavelock Advanced Technology Inc. 米　国4
金属調加飾フィルムの強みを活かし
自動運転時代で飛躍を目指す

Wavelock International (Thailand) Co., Ltd. タ　イ3
ASEAN諸国での事業拡大の
突破口を切り拓く！
　当社は、ウェーブロックグループのアセアン地域での事業活動の強化のために設立されま
した。編織事業では、ダイオ化成（株）の技術・ノウハウを活かして日本向け住宅用防虫網など
の開発、販売を行っています。また、農業技術が急速に進歩しており、食の安全・安心に貢献す
べく農業用ネット各種（防虫、遮光など）の開発を行っています。農業以外では、工場の異物混
入対策として、樹脂製防虫シート、忌避材入りシート・ネットの販売も行っています。
　加えて、近年、ASEAN諸国では高層ビルの建設ラッシュが続いており、建設現場の安全・
環境対策が急務となっています。こうしたニーズに対応し、産業資材事業では、建設養生シー
トや建設用各種シートおよびネットの開発・販売も進めていきます。

Rocket start!

　当社は、金属調加飾フィルムの北米での市場シェア拡大のために設立されました。本社は
北米自動車産業の中心であるデトロイト郊外のロイヤルオークにあり、2018年8月より営業
を開始しました。世界第2位の自動車市場である北米への参入を目指し、ウェーブロックグ
ループは地道に営業活動を行ってきました。その成果もあり、大手自動車メーカー2社の採用
が決まり、順次生産を開始する予定です。
　現在、自動運転の技術開発が進められていますが、当社の金属調加飾フィルムが持つ電波
透過性が大きな強みとなります。引き続き積極的な営業活動を展開し、早期に北米事業を大
きく飛躍させ、中長期的には北米以外にも事業を拡大することを目指します。

2018年6月
アメリカ合衆国ミシガン州ロイヤルオーク
50万米ドル
米国内における合成樹脂や各種材料の輸入、
販売

設 立
本 社
資 本 金
事 業 内 容

Wavelock Advanced Technology Inc.

2018年2月設立
タイ王国バンコク
1,000万バーツ
住宅用防虫網、各種農業用資材、建設用資材
の販売

設 立
本 社
資 本 金
事 業 内 容

Wavelock International (Thailand) Co., Ltd.

Tom Barr

Wavelock Advanced
Technology Inc.

Senior Vice President

竹谷 勝法

Wavelock International
(Thailand) Co., Ltd.

Director

Breakthrough!

Wavelock Korea Co., Ltd. 韓　国1
ウェーブロックグループ製品で
日韓ビジネスの架け橋に
　韓国は最も日本に近い国であり、日韓のビジネスの歴史は長く両国にとって不可欠な存在
でありながら、商習慣では異なる面が多くあります。例えば納期については、韓国では「できる
だけ早く」を常に要求されますが、日本ではプロジェクトの計画やサプライヤーの供給妥当性
を考慮して設定されます。また、韓国では交渉の際、納得できなければ声を荒げて顧客と口論
することも必要です。こうした商慣習の違いを理解し、ビジネスを成立させる架け橋となるこ
とが当社の存在意義です。良い製品をお客様に提供するという情熱は誰にも負けないと自負
しています。韓国におけるウェーブロックグループ製品の需要は旺盛であり、ウェーブロック
グループの成長の原動力となることを目指します。

2012年3月
大韓民国京畿道安城市
１億ウォン
各種電子材料、プラスチック製品等の販売

設 立
本 社
資 本 金
事 業 内 容

Wavelock Korea Co., Ltd.

金 南季

Wavelock Korea
Co., Ltd.
代表理事

熱い思いをもって
顧客に尽くす！

大連嘉欧農業科技有限公司 中　国2
お客様ニーズに真摯に対応し
中国No.1の農業資材メーカーを目指す
　当社は、編織事業を行う事業会社であるダイオ化成（株）の初の海外工場として2012年6月
に設立されました。ダイオ化成の製造技術、ノウハウを取り入れ、高品質な生活資材、農業用資
材を製造し、日本の大手ホームセンターをはじめ、ユーザーの皆様からも高い評価をいただい
ています。
　現在、中国では、食品の安全性への意識が高まり、政府主導で化学農薬に依存しない減農
薬無農薬農業への転換が進められています。当社は、これまで培ってきた経験、ノウハウを活
かし、2年前から中国の農業環境に適した新たな農業のあり方や栽培システムを提案し、中国
の農家の皆様から高い評価をいただいています。お客様ニーズへ真摯に対応するとともに、
中国政府との連携を深め、新たな栽培システムを
中国全土に広めることを目指します。

中国で農業革命を
起こす！

2012年6月
中国遼寧省大連市
365万米ドル
農園芸用防虫ネット、 各種資材網の製造・販売

設 立
本 社
資 本 金
事 業 内 容

大連嘉欧農業科技有限公司

農業試験の様子

高 鵬

大連嘉欧農業科技
有限公司

董事兼総経理
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みずほ証券およびみずほ信託銀行※

フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9:00～17:00）

※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行※およびみずほ銀行
（みずほ証券では取次のみとなります）

※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

 株主メモ

●	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（みずほ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

●	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、みずほ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（みずほ
信託銀行）にお問合せください。なお、みずほ信託銀行全国各支店にてもお取次
ぎいたします。

商 号 ウェーブロックホールディングス株式会社
（Wavelock Holdings Co., Ltd.）

代 表 者 代表取締役 兼 執行役員社長 木根渕 純
代表取締役 兼 執行役員副社長 福田 晃

設 立 1964年（昭和39年）6月20日
事 業 内 容 持株会社、グループ全体の戦略策定、

資源配分、経営管理
資 本 金 21億8,504万円
本 社 〒104-0044 

東京都中央区明石町8-1 聖路加タワー13F
従 業 員 数 （単独）38人 （連結）743人
グループ会 社 連結子会社14社／非連結子会社1社

持分法適用関連会社1社
主 要 子 会 社 株式会社ウェーブロックインテリア（インテリア事業）

ダイオ化成株式会社（編織事業）
株式会社イノベックス（産業資材・包材事業）
日本ウェーブロック株式会社（産業資材・包材事業）
株式会社ウェーブロック・アドバンスト・テクノロジー

（アドバンストテクノロジー事業）

木根渕　純代表取締役 兼 
執行役員社長


